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徒
歩
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観
）
境
内
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車
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里
人
が
願
い
集
っ
た
拝
殿

甲
斐
神
社
拝
殿
‖
大
和
郡
山
市
で

甲
斐
神
社
は
矢
田
丘
陵
の

東
側
に
広
が
る
村
落
に
鎮
座

し
ま
す
。
旧
道
沿
い
に
立
つ

一
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、
参
道

を
進
む
と
、
南
向
き
の
二
の

鳥
居
が
現
れ
ま
す
。

鳥
居
の
向
こ
う
の
拝
殿
は

間
口

間
（
約

㍍
）
の
長

大
な
建
物
で
す
。
拝
殿
の
奥

に
、
幣
殿
と
木
々
に
囲
ま
れ

た
本
殿
が
あ
り
ま
す
。

神
社
の
看
板
「
御
由
緒
」

に
、
創
始
な
ど
に
関
す
る
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
す
。

当
社
は
平
安
時
代
に
創
始

さ
れ
た
田
中
村
の
鎮
守
の
神

で
、
祭
神
は
中
臣
氏
と
藤
原

氏
の
祖
神
・
天
児
屋
命
。

社
名
は
「
田
中
社
」
で
、
通

称
「
甲
斐
明
神
」
。
平
安
時

代
の
歴
史
書
「
日
本
三
代
実

録
」
に
大
和
国
の
無
位
・
田

中
神
に
従
五
位
下
を
授
け
る

と
あ
り
、
江
戸
時
代
の
地
誌

で
あ
る
「
大
和
志
」
は
、
こ

の
「
田
中
神
」
を
当
社
だ
と

し
ま
す
。
そ
し
て
鎌
倉
時
代

の
「
玉
葉
和
歌
集
」
に
あ
る

藤
原
為
家
の
「
山
き
は
の
田

中
の
も
り
に
注
連
は
え
て
今

日
里
人
は
神
ま
つ
る
な
り
」

の
歌
を
引
用
し
て
、
里
人
が

千
年
以
上
崇
拝
し
て
き
た
こ

の
神
社
を
今
も
誇
り
に
し
て

い
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
。

拝
殿
の
広
い
空
間
は
、
五

穀
豊
穣
、
災
難
除
け
や
長
寿

を
願
う
里
人
た
ち
が
集
ま
る

場
で
す
。

神
社
名
の
由
来
は
定
か
で

は
な
く
、
参
拝
者
に
神
の
ご

利
益
が
あ
り
頼
り
が
い
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
「
甲
斐
が
あ

る
」
の
意
を
込
め
て
甲
斐
神

社
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

島
田
宗
人
）


